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Ｔ
Ｐ
Ｐ
断
固
反
対

昨
年
３
月
の
東
日
本
大
震
災
の

発
生
か
ら
日
本
国
内
で
は
、「
絆
」

や
「
人
と
人
と
の
つ
な
が
り
」
と

い
っ
た
根
源
的
で
人
間
的
な
暖
か

い
も
の
が
重
視
さ
れ
る
よ
う
に

な
っ
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
そ

う
い
っ
た
機
運
に
逆
行
す
る
よ
う

に
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉
の
主
導
的
役
割

を
担
っ
て
い
る
と
み
ら
れ
る
ア
メ

リ
カ
と
の
関
係
改
善
と
い
う
外
交

的
配
慮
や
経
済
的
利
益
の
追
求
と

い
っ
た
も
の
な
ど
か
ら
昨
年

月
、

１１

野
田
首
相
は
「
Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉
参
加

に
向
け
て
関
係
国
と
の
協
議
に
入

る
」
と
表
明
し
、
そ
の
後
、
ハ
ワ

イ
で
の
Ａ
Ｐ
Ｅ
Ｃ
首
脳
会
議
で
、

そ
の
こ
と
を
関
係
各
国
に
伝
え
ま

し
た
。

私
た
ち
の
生
活
に
直
結
す
る
食

の
安
全
や
医
療
な
ど
と
い
っ
た
国

民
生
活
に
と
っ
て
重
要
な
も
の
に

大
き
な
打
撃
を
与
え
、
ひ
い
て
は

先
人
よ
り
受
け
継
い
だ
我
が
国
の

国
土
を
も
破
壊
す
る
ほ
ど
の
大
き

な
問
題
で
あ
る
Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉
へ
の

参
加
が
、
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
な
ど
の

農
林
漁
業
団
体
や
消
費
者
団
体
な

ど
の
反
対
、
都
道
府
県
・
市
町
村

議
会
の
多
数
の
慎
重
・
反
対
決
議

を
無
視
し
、
十
分
な
情
報
開
示
と

議
論
も
な
く
決
定
さ
れ
て
し
ま
っ

た
の
で
す
。
こ
れ
は
断
じ
て
納
得

で
き
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

政
府
は
現
在
、
交
渉
参
加
に
向

け
た
協
議
を
、
外
交
機
密
を
楯
に

水
面
下
で
進
め
て
い
る
よ
う
で
す

が
、
野
田
首
相
は
交
渉
参
加
を
表

明
し
た
際
、「
各
国
が
我
が
国
に

求
め
る
も
の
に
つ
い
て
さ
ら
な
る

情
報
収
集
に
努
め
、
十
分
な
国
民

的
な
議
論
を
経
た
上
で
、
あ
く
ま

で
国
益
の
視
点
に
立
っ
て
、
Ｔ
Ｐ

Ｐ
に
つ
い
て
の
結
論
を
得
て
い

く
」
と
話
し
ま
し
た
。
し
か
し
今

な
お
、
十
分
な
情
報
は
示
さ
れ
て

い
ま
せ
ん
。
こ
れ
で
ど
の
よ
う
に

し
て
国
民
的
な
議
論
が
で
き
る
の

で
し
ょ
う
か
？

Ｔ
Ｐ
Ｐ
参
加
９
カ
国
は
３
月
の

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で
の
会
合
に
続

き
、
５
月
に
は
ア
メ
リ
カ
で
次
回

会
合
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
関
係

者
は
、
事
前
協
議
の
当
面
の
大
き

な
ヤ
マ
場
を
４
・
５
月
と
し
、
特

に
５
月
の
大
型
連
休
中
と
み
ら
れ

る
野
田
首
相
の
訪
米
と
日
米
首
脳

会
談
の
際
に
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
問
題
で
何

ら
か
の
言
及
が
あ
る
と
み
て
い
ま

す
。

Ｔ
Ｐ
Ｐ
と
は

そ
も
そ
も
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
が
も
た
ら

す
危
険
と
は
ど
う
い
っ
た
も
の
が

『ストップ！ＴＰＰ』に向けて
引き続き取り組みます !!

『ストップ！ＴＰＰ』に向けて
引き続き取り組みます !!

▲３月１３日には、東京都内でＪＡ全中、全国農政連主催
の『ＴＰＰ交渉参加断固阻止全国要請集会』が開催さ
れ、下記の対応の徹底を政府に強く求めていくことを
確認しました。
○事前協議に臨む政府統一方針の確立
○十分かつ正確な情報開示
○公正・公平で広範な国民的議論の徹底
○国益に即した判断基準の明示
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あ
る
の
で
し
ょ
う
か
？
こ
こ
で
は
、

基
本
に
立
ち
返
り
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
と
は

ど
の
よ
う
な
も
の
か
、
ま
た
、
そ

の
国
民
生
活
に
与
え
る
影
響
に
つ

い
て
述
べ
て
い
き
ま
す
。

Ｔ
Ｐ
Ｐ
と
は
、
環
太
平
洋
連
携

協
定
の
略
称
で
あ
り
、
太
平
洋
を

と
り
ま
く
左
図
に
あ
る
９
カ
国
間

の
高
い
レ
ベ
ル
の
Ｆ
Ｔ
Ａ
（
自
由

貿
易
協
定
）
で
す
。
Ｆ
Ｔ
Ａ
は
２

国
間
ま
た
は
複
数
国
間
で
、
お
互

い
の
国
の
経
済
発
展
を
尊
重
し
あ

う
か
た
ち
で
合
意
さ
れ
る
も
の
に

対
し
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
は
、
重
要
品
目
の

除
外
・
例
外
扱
い
を
認
め
ず
、
全

品
目
の
関
税
を
撤
廃
す
る
こ
と
で
、

よ
り
高
い
水
準
で
の
自
由
化
を
促

進
す
る
も
の
で
す
。

Ｔ
Ｐ
Ｐ
で
は
、
農
業
や
工
業
、

銀
行
・
保
険
な
ど
の

の
分
野
が

２４

交
渉
の
対
象
と
な
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
た
め
、
農
業
だ
け
で
な
く
、

医
療
・
金
融
・
保
険
な
ど
幅
広
い

分
野
に
影
響
を
与
え
る
の
で
、
次

に
記
す
よ
う
な
さ
ま
ざ
ま
な
負
の

事
態
の
発
生
が
懸
念
さ
れ
る
の
で

す
。

●
日
本
が
Ｔ
Ｐ
Ｐ
に
参
加
す
る
と
…

▼
日
本
農
業
が
壊
滅

・
農
業
生
産
が
４
兆
１
千
億
円
減
少

・
主
食
の
米
が

％
外
国
産
に

９０

・
多
面
的
機
能
３
兆
７
千
億
円
が

喪
失

・

万
人
の
雇
用
喪
失

３４０
▼
食
の
安
全
行
政
が
後
退

・
米
国
産
牛
肉
の
輸
入
規
制
を
緩
和

・
ポ
ス
ト
ハ
ー
ベ
ス
ト
農
薬
の
基

準
緩
和

・
遺
伝
子
組
み
換
え
農
産
物
の
輸

入
拡
大

・
日
本
の
食
品
添
加
物
基
準
を
骨

抜
き
に

▼
地
域
医
療
が
崩
壊

・
混
合
診
療
で
保
険
外
診
療
が
拡
大

・
不
採
算
地
域
か
ら
病
院
が
撤
退

・
地
方
病
院
の
医
師
不
足
が
加
速

・
病
院
が
患
者
を
経
済
力
で
選
別

▼
地
方
経
済
が
疲
弊

・
市
町
村
発
注
の
公
共
事
業
や

サ
ー
ビ
ス
業
務
を
開
放

・
地
元
の
中
小
企
業
の
仕
事
が
減
少

・
地
方
の
雇
用
先
が
一
段
と
減
少

▼
失
業
者
が
急
増

・
看
護
・
介
護
に
外
国
人
が
参
入

・
低
賃
金
労
働
者
が
増
加

・
就
職
で
き
な
い
若
者
が
増
加

・
日
本
人
の
賃
金
切
り
下
げ

▼
デ
フ
レ
不
況
が
深
刻
に

・
安
い
輸
入
品
で
物
価
が
一
段
と

下
落

・
労
働
者
の
賃
金
が
減
少

・
需
要
の
縮
小
・
購
買
力
の
減
退

・
日
本
経
済
が
デ
フ
レ
ス
パ
イ
ラ

ル
に

▼
狙
わ
れ
る
日
本
企
業

・
外
資
は
日
本
で
自
由
に
経
済
活
動

・
日
本
企
業
の
買
収
・
転
売
が
容

易
に

・
国
の
規
制
に
外
資
が
損
害
賠
償

請
求

・
賠
償
支
払
い
な
ら
国
民
の
負
担
増

▼
世
界
の
食
・
環
境
が
悪
化

・
日
本
の
輸
入
増
で
飢
餓
人
口
拡
大

・
遠
距
離
輸
送
で
Ｃ
Ｏ
２
排
出
量

が
増
大

・
世
界
の
水
不
足
に
拍
車

・
開
発
で
生
物
多
様
性
に
悪
影
響

今
後
も
Ｔ
Ｐ
Ｐ
反
対
に

 

取
り
組
み
ま
す

Ｔ
Ｐ
Ｐ
に
参
加
す
れ
ば
、
関
税

が
撤
廃
さ
れ
、
我
が
国
の
農
業
は

壊
滅
的
な
打
撃
を
受
け
、
現
在
３９

％
と
、
主
要
先
進
国
中
最
低
レ
ベ

ル
の
食
料
自
給
率
が

％
ま
で
に

１３

低
下
す
る
と
の
試
算
が
さ
れ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
そ
れ
に
よ
り
、
国

土
を
守
る
な
ど
の
農
業
が
持
つ
多

面
的
機
能
も
失
わ
れ
、
日
本
の
国

土
も
崩
壊
し
て
し
ま
い
ま
す
。

一
昨
年
よ
り
、
当
Ｊ
Ａ
は
Ｔ
Ｐ

Ｐ
交
渉
参
加
反
対
に
向
け
て
、
署

名
活
動
を
展
開
す
る
な
ど
の
反
対

運
動
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
が
、

今
後
も
私
た
ち
Ｊ
Ａ
は
引
き
続
き
、

日
本
農
業
を
守
る
た
め
、
ま
た
、

国
民
生
活
と
美
し
い
日
本
の
国
土

を
守
る
た
め
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉
参
加

断
固
阻
止
に
向
け
て
の
活
動
に
鋭

意
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

※昨年１１月には、カナダ・メキシコが交渉参加を表明し、日本
も交渉参加に向けての協議に入ることを伝えました。

ＴＰＰ交渉参加国

○アメリカ
○オーストラリア
○ニュージーランド
○チリ
○シンガポール
○ブルネイ
○マレーシア
○ペルー
○ベトナム
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に
取
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北葛城郡広陵町大字中 松井 栄  治 さん（５７）
えい じ

 万  里  子 さん（５６）
ま り こ

平川 眞  知  子 さん（５８）
ま ち こ

北
葛
城
郡
広
陵
町
大
字
中
は
、
北
葛
地
区
の

広
陵
北
支
店
管
内
。
松
井
さ
ん
一
家
は
こ
の
地

で
、
踊
り
葉
牡
丹
の
研
究
に
打
ち
込
み
な
が
ら
、

高
品
質
で
市
場
か
ら
の
評
価
も
高
い
花
苗
の
栽

培
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

【
松
井
さ
ん
一
家
】

右
か
ら

長
男：

 
崇  
訓 
さ
ん（

）

た
か 
の
り

３２

妻
の
姉：

 
平  
川  
眞  
知  
子 
さ
ん（

）

ひ
ら 
か
わ 
ま 

ち 

こ

５８

 
栄  
治 
さ
ん（

）

え
い 
じ

５７

妻：

 
万  
里  
子 
さ
ん（

）

ま 

り 

こ

５６
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公
務
員
か
ら
花
苗
の
世
界
へ

広
陵
町
大
字
中
で
花
苗
の
栽
培

に
取
り
組
む
栄
治
さ
ん
の
農
業
歴

は

年
。
か
つ
て
公
務
員
を
し
て

11
お
ら
れ
た
が
、
以
前
か
ら
花
苗
の

栽
培
に
興
味
を
持
っ
て
い
た
こ
と

か
ら
、
早
期
退
職
し
て
就
農
さ
れ

た
。も

と
も
と
兼
業
で
米
を
生
産
し

て
お
ら
れ
た
が
、
花
苗
に
関
し
て

は
何
の
知
識
も
な
い
状
態
か
ら
栽

培
を
始
め
た
と
い
う
。
多
く
の
失

敗
を
し
て
、
そ
れ
ら
の
失
敗
か
ら

栽
培
の
秘
訣
を
学
ん
だ
と
栄
治
さ

ん
は
語
る
。

現
在
、
栄
治
さ
ん
は
精
力
的
に

花
苗
の
栽
培
に
取
り
組
ん
で
お
ら

れ
る
傍
ら
、
県
な
ど
か
ら
の
依
頼

を
受
け
て
花
づ
く
り
の
講
師
を
努

め
る
な
ど
、
多
方
面
で
活
躍
さ
れ

て
い
る
。

ち
な
み
に
、
北
葛
地
区
の
支
店

感
謝
デ
ー
に
は
、
栽
培
し
た
花
を

提
供
い
た
だ
い
て
い
る
。

栽
培
規
模

栽
培
面
積
は
水
稲
、
花
苗
、
野

菜
の
接
ぎ
木
苗
な
ど
、
あ
わ
せ
て

ａ
。
花
苗
の
栽
培
品
種
は
「
葉

110牡
丹
」「
千
日
紅
」「
サ
ル
ビ
ア
」

「
ト
レ
ニ
ア
」「
ジ
ニ
ア
」「
パ
ン

ジ
ー
」「
ビ
オ
ラ
」
な
ど
で
、
栄

治
さ
ん
は
、
年
間
約

万
ポ
ッ
ト

60

の
花
苗
を
、
奥
さ
ん
の
万
里
子
さ

ん
や
、
万
里
子
さ
ん
の
姉
で
あ
る

眞
知
子
さ
ん
と
と
も
に
生
産
さ
れ

て
い
る
。

な
お
、
出
荷
に
関
し
て
は
基
本

的
に
は
市
場
出
荷
だ
が
、
直
接
注

文
に
も
応
じ
て
お
ら
れ
る
と
の
こ

と
。

「
踊
り
葉
牡
丹
」
の
研
究

現
在
、
栄
治
さ
ん
が
力
を
入
れ

て
お
ら
れ
る
の
は
、
い
く
つ
に
も

分
枝
さ
せ
た
茎
の
先
に
艶
や
か
な

葉
牡
丹
が
つ
き
、
ま
る
で
葉
牡
丹

が
陽
気
に
踊
っ
て
い
る
よ
う
に
見

え
る
「
踊
り
葉
牡
丹
」
の
研
究
。

栄
治
さ
ん
は
自
ら
の
手
で
何
度

も
交
配
を
す
る
と
い
っ
た
オ
リ
ジ

ナ
ル
の
育
種
を
重
ね
る
な
ど
、
市

場
か
ら
も
高
評
価
を
得
ら
れ
る
踊

り
葉
牡
丹
の
生
産
に
向
け
た
努
力

を
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
、
日
々
踊
り
葉
牡

丹
の
研
究
に
取
り
組
ん
で
お
ら
れ

る
栄
治
さ
ん
は
、
も
と
も
と
は
パ

ン
ジ
ー
や
ビ
オ
ラ
を
中
心
と
し
て

栽
培
さ
れ
て
い
た
が
、
農
業
経
営

を
考
え
る
う
ち
に
、
ま
た
、
踊
り

葉
牡
丹
の
研
究
に
打
ち
込
む
う
ち

に
、
次
第
に
踊
り
葉
牡
丹
が
メ
イ

ン
に
な
っ
て
い
っ
た
と
の
こ
と
。

花
苗
の
サ
イ
ン
を
見
極
め
る

栄
治
さ
ん
が
花
苗
栽
培
に
お
い

て
特
に
気
を
配
っ
て
い
る
の
は
、

肥
培
管
理
。
花
の
種
類
や
性
質
に

応
じ
た
肥
培
管
理
を
し
っ
か
り
と

す
る
こ
と
で
、
花
や
葉
に
力
強
さ

が
感
じ
ら
れ
、
さ
ら
に
植
え
つ
け

た
後
も
元
気
に
育
つ
花
苗
が
で
き

る
の
だ
と
い
う
。

ま
た
、「
朝
早
く
に
ハ
ウ
ス
に

入
り
、
花
苗
の
様
子
を
チ
ェ
ッ
ク

す
る
と
、
肥
料
や
水
の
量
が
十
分

か
な
ど
が
分
か
る
よ
う
に
、
花
苗

が
サ
イ
ン
を
出
し
て
い
る
ん
で

す
」
と
話
す
栄
治
さ
ん
は
、
花
苗

栽
培
に
お
い
て
は
そ
れ
ら
の
サ
イ

ン
の
見
極
め
が
重
要
で
、
サ
イ
ン

を
見
逃
さ
な
い
た
め
に
も
、
圃
場

の
状
態
に
は
常
に
気
を
付
け
て
お

ら
れ
る
。

今
後
の
抱
負

「
希
望
を
言
え
ば
、
後
継
者
を
育

成
し
て
規
模
を
拡
大
し
て
い
き
た

い
の
で
す
が
、
今
の
目
標
は
現
状

維
持
で
す
。
ま
た
、
常
に
市
場
か

ら
高
評
価
を
得
ら
れ
る
花
苗
を
、

こ
れ
か
ら
も
作
っ
て
い
き
た
い
で

す
ね
」

▲作業をする栄治さんら

▲ハウス内の様子

▲栄治さんが栽培した踊り葉牡丹
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月ヶ瀬茶業振興協議会は３月７日、月ヶ瀬茶業振興
大会を月ヶ瀬営農経済センターで開催しました。
大会では、今年度の全国、関西、県の各品評会の開

催に尽力された方々への表彰が行われたほか、闘茶大
会も行われ、団体は桃香野支部、個人は中垣儀隆さん
が優勝されました。また「農産物の流通と販売、農業
の６次産業化支援の観点から」「本年度の茶情勢につい
て」と題し記念講演が行われました。
同振興協議会の井ノ倉清繁会長は「生産基盤の充実

を図ると共に、
安全・安心で
消費者に喜ん
でもらえるお
茶作りに努め、
安定経営をめ
ざしたい」と
話していまし
た。

さらなる大和茶の発展をめざして
月ヶ瀬茶業振興大会開催

西和地区青色申告会（巳波元二会長）は、３月１日
から６日まで、平群支店と斑鳩支店の２会場で平成２３
年度の確定申告を実施しました。
同申告会は、顧問税理士の協力のもと、電子申告シ
ステムによる確定申告に積極的に取り組んでいます。
「電子申告になって今まで以上に利便性が良くなっ
た」という会員の声もあり、全会員が一丸となって適
正な申告に取り組んだ結果、今年もスムーズに確定申
告を終えることができました。

西和地区青色申告会
適正な確定申告に取り組む

川西支店女性部は３月１４日から３日間、同支店で塩
麹を作りました。１３人が参加しました。
塩麹は麹に塩と水を加えて作る万能調味料。肉や魚

にすり込んで下味に使ったり、料理の味付けに使うと
旨味が増すので、幅広く使えます。今回の作業で約２５
㎏の塩麹が出来あがりました。
作業終了後の話し合いでは「来年度は塩麹を使った

料理教室で野菜炒めやパン、お菓子を作りたい」とい
う意見が出ました。
同女性部の

木本美栄子部
長は ｢塩麹を
今後の料理教
室に幅広く使
いたい ｣と話
しています。

いろいろな料理に大活躍！塩麹作り

橿原・御所・高市地区は３月１０日、キッズくらぶ会
員とその家族を対象に、御所営農経済センターの調理
室でいちごのロールケーキ作り教室を開催しました。
約８０人が参加しました。
料理研究家のうのまきこ先生を講師に招いたこの教
室では、奈良県特産のあすかルビーと米粉を使って、
もっちりとしたロールケーキを作ったほか、関東風の
桜餅の「いちご入り焼き桜」も作り、みんなで美味し
くいただきました。
参加者らは
「こんなに簡
単に出来ると
は思わなかっ
た。また家で
も挑戦してみ
たい」と話し
ていました。

キッズくらぶで
ロールケーキ作り教室を開催
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青壮年部北葛支部は３月６日、県外視察研修として
滋賀県にあるタキイ種苗研究農場やファーマーズマー
ケットおうみんちなどを視察しました。
部員らは、同研究農場で研究員よりホウレンソウや

ネギ等の品種の特徴や栽培ポイントの説明を受けた後、
施設や圃場を視察。その後ファーマーズマーケットお
うみんちを見学しました。
同支部の田仲清高支部長は「いろいろな地域の取り

組みなどを視察研修して、農業の見識を深めることが
できました。
厳しい農業情
勢ですが、積
極的に活動を
行い、北葛地
区の農業を盛
り上げていき
たい」と話し
ていました。

種苗研究農場や直売所を視察
青壮年部北葛支部

五條・吉野地区統括部は３月１６日、花吉野えんめい
保育園児５１人を対象に、大淀町薬水の圃場でジャガイ
モの植え付け体験を開催しました。
この取り組みは、次世代を担う子供たちに食べ物へ
の興味を持ってもらい、『食』の大切さと『農』の育て
る楽しさを感じてもらうために催したものです。
園児たちはＪＡ職員に植え方を教わり「おイモさん
の種はおイモさんな
んだね！」「おイモさ
んのベッドを作るん
だね」と楽しみなが
ら、約２ａの圃場に
種イモを植えました。
夏には収穫体験も予
定しており、収穫し
たジャガイモは、保
育園の給食にも使わ
れる予定です。

保育園児がジャガイモの
植え付けを体験

近畿農政局などが主催し、当ＪＡが協賛した、近畿
の伝統農産物やこだわり農産物などをターゲットにし
た商談会が２月２３日、ホテル日航奈良で開催されまし
た。
この商談会には、当ＪＡを含む生産者ら２０団体と、
食材を取り扱うバイヤーら１６社が出席。生産者らは自
慢の農産物をバイヤーにＰＲし、バイヤーらも取り扱
いに向けた要望を伝えるなど、幅広く意見を交わし、
取り引きの可能性を探りました。
当ＪＡ木村勤常務は「これからは農業の６次産業化
は必要。ＪＡ
としても資金
面・営農面の
両面からサ
ポートしてい
きたい」と話
しています。

ＪＡ奈良中央会とＮＨＫ奈良放送局は３月５日、第
４１回日本農業賞奈良県代表表彰式を当ＪＡ本店で開催
しました。
今年度の農業賞には、個別経営の部で宇陀市の有限

会社山口農園の山口武代表取締役が、集団組織の部で
は、葛城市のＪＡならけん葛城花卉出荷組合が奈良県
代表として選ばれました。この日はこの２組の日頃の
努力に対して表彰されたものです。
表彰式では、同中央会永田正利会長と同ＮＨＫ泉谷

八千代局長から、山口農園山口代表取締役の代理出席
である山口貴
義専務取締役
と葛城花卉出
荷組合西川隆
則組合長に、
賞状などが手
渡されました。

新たな取り引き先の拡大探る
日頃の活発な活動を讃え

日本農業賞奈良県代表表彰式



サ
ト
イ
モ
の
栽
培
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い
病
気
に
か
か
っ
て
い
な
い
も
の

を
選
び
ま
し
ょ
う
。
良
い
種
イ
モ

を
選
ぶ
こ
と
が
今
後
の
生
育
に
大

き
な
影
響
を
与
え
ま
す
。

◆
植
え
付
け

植
え
付
け
時
期
は
、
４
月
下
旬

く
ら
い
が
目
安
で
す
。
植
え
付
け

を
行
う
１
週
間
程
度
前
に
元
肥
と

し
て
、
１
ａ
あ
た
り
、
Ｃ
Ｄ
Ｕ
Ｓ

６
８
２
号
な
ら
ば
５
キ
ロ
程
度
と
、

リ
ン
ス
タ
ー
３
０
な
ら
ば
４
キ
ロ

程
度
を
施
し
、
畝
を
立
て
ま
す
。

畝
間
に
深
さ
５
〜
６
セ
ン
チ
程

度
の
溝
を
掘
り
、

セ
ン
チ
程
度

３０

の
間
隔
で
種
イ
モ
の
芽
を
上
向
き

に
置
き
ま
す
。

置
い
た
ら
、
７
〜
８
セ
ン
チ
程

度
の
覆
土
を
し
ま
す
。

植
え
付
け
後
、
黒
色
の
ポ
リ
マ

ル
チ
を
施
し
て
お
き
ま
す
。
マ
ル

チ
に
芽
が
触
れ
そ
う
に
な
っ
た
ら
、

マ
ル
チ
を
切
り
、
芽
を
外
に
出
し

ま
す
。

◆
土
寄
せ
と
追
肥

大
き
く
育
っ
た
ら
、
マ
ル
チ
は

取
り
除
き
ま
し
ょ
う
。

サ
ト
イ
モ
科
の
植
物
で
、
筑
前

煮
や
白
煮
な
ど
の
煮
物
の
ほ
か
に
、

味
噌
汁
の
具
材
な
ど
で
も
利
用
さ

れ
て
い
ま
す
。
高
温
性
で
、
生
育

適
温
は

〜

度
。
乾
燥
に
弱
く
、

２５

３０

生
育
盛
り
の
夏
期
に
降
雨
が
少
な

い
と
、
減
収
と
な
り
ま
す
。
ま
た
、

連
作
を
嫌
い
、
霜
に
も
弱
い
作
物

で
す
。

◆
畑
の
準
備

定
植
す
る
２
週
間
程
度
前
に
、

１
ａ
あ
た
り
堆
肥
を

キ
ロ
程
度
、

２００

苦
土
石
灰
を

キ
ロ
程
度
施
用
し
、

１０

よ
く
耕
し
て
お
き
ま
す
。

◆
種
イ
モ
に
つ
い
て

種
イ
モ
は
大
き
さ

〜

グ
ラ

４０

６０

ム
程
度
で
、
ふ
っ
く
ら
と
し
て
形

が
整
い
、
腐
れ
や
芽
が
傷
み
の
な

肥料を施し、14～15cm
程度の土をかける

20cm程度

90cm程度

60cm程度

肥料

大きく育ったら
マルチは取り除く

堆肥は種イモに触れないように施す

程度 5～
6cm程度

15cm程度

30cm程度

黒色のポリマルチ



カレンダ は切り取ってご活用下さい。カレンダーは切り取ってご活用下さい。

AprilApril

MayMay

444月月

555月月

年金・ローン相談会年・ロ
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【お知らせ】
奈良県下のＡコープ店舗（青山店・下市店を除く）では、クレジットカード、電子マネー"Edy"で
のお支払いが可能です。

当ＪＡでは県下３支店で、月に１度ずつ、法律に関する相談を受ける法務相談日・相続税
や贈与税、遺産整理などの税金に関する相談を受ける税務相談日を設けています。
ぜひ、お気軽にご相談ください。

織田支店
１３：００～

京阪神地区中央卸売市場
臨時休場日

春の総合展示会
椿井営農経済センター
１４日９：００～１７：００
１５日９：００～１６：００

日曜特販日

月曜１００均月

火

水産大市

水

木

会員感謝
セール得の市金

エーコープ近畿
誕生祭土

日

月曜１００均月

火

創力祭

水

木

全農フェア

金

土

リーフクラブ
会員デー日

1
2
3
4
5
6
7
8
9
10
11
12
13
14
15

奈良市柏木支店 １０：００～
新庄中央支店 １３：３０～

五條・吉野地区女性部グラウンドゴルフ大会
阿太峯公園
１０：００～

織田支店
１３：００～

新庄中央支店 １４：００～

京阪神地区中央卸売市場
臨時休場日

奈良市柏木支店
１３：３０～

郡山支店・あすか支店
１０：００～１６：００

月曜１００均月

火

均一祭

水

木

お買い得セール

金

土

日曜特販日

月曜１００均月

火

ＧＷ前の
お買い得市

水

木

得ダ値祭

金

土

肉の日日

月曜１００均月

16
17
18
19
20
21
22
23
24

25

26
27
28
29
30

京阪神地区中央卸売市場
臨時開場日

火

創力祭

水

木

ＧＷ焼きヤキ
セール

金

土

1
2
3
4
5

京阪神地区中央卸売市場
臨時休場日

日

月曜１００均月

火

お買得「丼」セール

水

木

6
7
8
9
10
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緊急連絡先・フリーダイヤル
時 間電話番号

平日 ８：００～１７：０００７４２－２７－４０５８（事務部為替課）

キャッシュカード紛失・盗難

（お取引店または右記までご連絡下さい）
平日 １７：００～翌日８：００ 土・日・祝 ２４時間受付

（ただし、夜間の場合ＪＡバンク・キャッシュカード紛失

共同受付センターに転送されます）

０７４３－５６－５４１３（電算部運用課）

２４時間３６５日対応０１２０－１５９６７４
クレジットカード（ＪＡカード）紛失・盗難

（お取引店または右記までご連絡下さい）

平日 ８：３０～１７：０００７４２－２７－４５６０（北和自動車事故相談センター）

ＪＡ共済 自動車事故相談窓口 平日 ８：３０～１７：０００７４４－２２－８７４８（南和自動車事故相談センター）

２４時間３６５日対応０１２０－２５８９３１　（ＪＡ共済事故受付センター）

２４時間３６５日対応０１２０－１８２５７１ガス漏れ等の緊急連絡

２４時間３６５日対応０１２０－０６２１３８セレモニーホール橿原

２４時間３６５日対応０１２０－２０５９８３セレモニーホール吉野

８：３０～１７：００ 土・日曜日以外の祝日は休業０１２０－６３０３０１営農相談窓口

【
お
詫
び
と
訂
正
】

３
月
号
６
ペ
ー
ジ
に
掲
載
致

し
ま
し
た
「
お
し
ら
せ
広
場

共
済
事
業
」
記
事
の
内
容
に
誤

り
が
あ
り
ま
し
た
。

３
月
号
広
報
誌
記
載
内
容

『
事
故
の
相
手
方
（
加
害
者
）

が
自
転
車
の
事
故
…
自
転
車
対

自
転
車
、
自
転
車
対
歩
行
者
な

ど
の
ケ
ー
ス
で
は
自
賠
責
は
適

用
さ
れ
ま
せ
ん
。
相
手
に
よ
っ

て
は
最
低
限
の
賠
償
さ
え
受
け

ら
れ
な
い
お
そ
れ
も
あ
り
ま
す
。

そ
ん
な
時
に
は
、
こ
の
保
障
が

大
き
な
力
に
な
り
ま
す
。
…
』

右
記
の
記
載
で
は
相
手
方
が

自
転
車
の
場
合
、
人
身
傷
害
の

保
障
を
受
け
ら
れ
る
と
の
表
現

に
な
っ
て
お
り
ま
す
が
、
正
し

く
は
、
相
手
方
が
自
動
車
（
原

付
含
む
）
に
よ
る
事
故
の
場
合

に
人
身
傷
害
の
保
障
を
受
け
ら

れ
ま
す
。

従
い
ま
し
て
、
相
手
方
が
自

転
車
の
場
合
は
、
人
身
傷
害
の

保
障
を
受
け
る
こ
と
が
出
来
ま

せ
ん
。

ま
た
、
掲
載
致
し
ま
し
た
図

表
に
左
記
の
誤
字
が
あ
り
ま
し

た
。

（
誤
）
□
一
般
用
自
転
車
共
済

（
正
）
□
一
般
用
自
動
車
共
済

深
く
お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す

と
と
も
に
、
訂
正
を
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

＊都合により作業日程が変更となる場合があります。

ＡＡＴＴＭＭ 休休止止ののおお知知ららせせ（（５５月月分分））
一部のＡＴＭについて、新機種へ入れ替えのため、下記の日程（時間帯：8:00～ 15:00頃）
によりＡＴＭを休止致します。
お客様には何かとご不便をおかけ致しますが、何卒ご理解賜りますようお願い申しあげます。
なお、ご不明な点につきましては、各支店窓口までお問い合わせください。

対象ＡＴＭ（CC：キャッシュコーナー）入替日対象ＡＴＭ（CC：キャッシュコーナー）入替日

月215月75

久度CC安堵支店川西支店火22斑鳩支店矢田支店火8

三輪支店安倍CC織田支店水23山添支店田原支店昭和支店水9
イオン
桜井店CC粟殿CC大福支店木24辰市CC水間CC櫟本支店木10

金25金11

土26土12

日27日13

月28月14

伊那佐CC川東支店大宇陀支店火29筒井CC生駒支店Aコープハート
フルへぐりCC 火15

榛原CC三宅支店宇陀大正CC水30平和支店三郷支店北倭支店水16

木31平和団地CC三郷駅前CC多支店木17

金18




